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１．概要（Summary） 

地熱発電所等の地下熱水系では、熱水中の鉱物相の

析出、スケーリングが問題となる。シリカ系のスケールは鉄

基材の腐食性生成物上に析出容易であることが経験的

に知られているが、具体的な検討をされた例はない。今

回、実験環境下でのマグネシウムシリケートと鉄系酸化物

の化学的相互作用を調査した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

顕微レーザーラマン分光装置(RAMAN) 

 

【実験方法】 

マグネシウムシリケートスケーリング溶液内に鉄系酸化

物の粉末を浸漬し、マグネシウムシリケートを析出させた。

溶液内から取り出し乾燥させた粉末試料をKBrで錠剤化

し、ラマンスペクトルを取得した。鉄系酸化物は Fe2O3, 

Fe3O4, -FeOOHを用意した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 各鉄系酸化物のスケーリング試験前後のラマンスペクト

ルについて取得できたものを Fig. 1 に示す。-FeOOH

は KBr で希釈してもレーザー光で熱変性を起こすため、

低出力で短時間の照射しかできず、あまり良好な SN は

得られなかったが、スペクトルを取得することができた。 

  

Fig. 1 Raman spectra of Fe2O3, Fe3O4 and β-FeOOH 

before and after silicate adhesion testing. 
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